
大
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銅
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=
一
司
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亜
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暢
見
一
一
岨
一
回
竜
町
』
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合
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英
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農
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白
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-
絡
事
博
士
堀
経
夫

マ
ル
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ス
地
代
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の
解
樗
・
・
・
・
・
・
・
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患
で
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士
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田
保
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醐
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九

金
数
量
説
に
就
い
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・
・
・
・
・
・
・
・
経
市
内
障
子
土
松
岡
孝
児

、ゼ

i
リ
ン
グ
殺
授
の
農
業
恐
慌
諭
・
・
冊
目
，
尚
早
土
静
田
均

住
居
統
計
に
就
い
て
・
・
・
・
・
経
済
墜
土
岡
崎
文
規

凸

現

仲

河

育
子
教
諭
書
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
総
立
博
士
本
庄
条
治
部

品

品

勘

定

の

損

往

分

記

法

・

-

川

町

立
z

土
小
山
日
敏
郎

助
綿
不
動
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金
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塩
分

'

l

回

目

・

筏

河

川

A

士

黒

潮

兵

治

郎

一
三
レ
引
「
漁
業
経
滞
諭
己
就
い
て

-

-

a

-

怪
一
二
午
士
問
本
ば
川
辺

繊
維
工
業
三
労
働
・
・
-
-
-
-
-
-
-
戸
川
血
中
士
菊
田
太
郎

附

録

新
着
外
岡
経
済
雑
誌
主
要
論
題



届斉

... 掴.... 

.:1l. 

金

数

量

設

就

L、

て

j二

「
特
に
カ
ゾ
セ
Y

説
を
中
心
と
し
て
」

松

孝

兄

l司

-
、
宇
咽
r

.言

廃
〈
金
L
』
物
債
と
の
闘
係
は
、
世
界
不
況
か
ι

中
心
と
し
て
、
最
近
特
に
金
の
方
面
か
ら
理
解
せ
ん
と
す
る
人
々

に
よ
っ
て
論
ぜ
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
就
中
昨
年
秋
以
来
(
一
九
三

C
年
九
月
以
後
)
、
風
際
聯
盟
が
、
其
の
金
委

員
舎
に
依
る
中
間
的
諮
報
告
に
於
い
て
、
金
と
物
慣
に
封
す
る
所
謂
載
量
説
的
前
提
を
合
h
u
主
張
を
接
表
す
る
に

至
っ
て
よ
り
、
問
題
の
重
黙
は
、
脅
に
此
等
雨
者
の
事
責
上
の
理
解
営
深
め
ん
と
ず
る
の
傾
向
へ
と
進
み
つ
つ
め

る
の
み
で
な
く
、
更
に
葉
の
必
然
性
は
、
斯
〈
の
如
き
事
買
と
闘
聯
せ
る
其
の
理
論
的
背
景
の
把
握
設
に
之
に
封

す
る
批
判
ヘ
ー
と
進
み
つ
つ
あ
石
と
信
ぜ
ら
れ
る
。

在
は
.
さ
き
に
、
か
〈
の
如
き
問
題
の
呈
す
る
話
相
の
一
断
面
と
し
て
、
最
近
の
英
偽
雨
圃
聞
に
於
け
る
此
の

問
題
の
解
説
止
批
詐
と
を
試
み
、
ま
七
別
の
棋
舎
に
於
い
て
は
、
特
に
ノ
4
Y

甘
散
授
の
此
の
問
題
に
閲
す
る
最
近

金
数
量
説
に
就
い
て

第
三
十
三
巻

七
:JL 

五
五
五

第
四
時
硫

1) 拙M・金をめ「る英併の論争(経替と経内、第一巻第六批、 pp・13-23 参照)



金
数
量
説
に
就
い
で

の
主
張
を
も
紹
介
し
た
。
尤
も
在
は
、
此
の
故
に
、
此
の
金
と
物
債
と
の
問
題
は
、
昨
今
我
々
が
、
世
界
金
融
問

題
の
特
殊
相
よ
り
し
て
、
特
に
新
に
之
を
経
験
し
つ
つ
あ
り
と
な
す
が
如
き
も
の
で
は
な
い
。
そ
は
既
に
、
一
九

つ
七
年
の
恐
慌
に
於
い
て
は
勿
論
山
前
世
紀
絡
末
期
並
に
其
後
に
於
け
る
世
界
金
産
額
の
増
加
・
更
に
ボ
腔
紀
前

に
於
け
る
一
八
七
三
年
の
恐
慌
等
々
に
際
し
、
我
々
の
親
し
く
韓
醸
せ
る
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
前
二
者
に

於
い
て
は
金
生
産
の
増
加
を
中
心
と
せ
る
金
及
び
物
償
問
題
と
し
て
、
後
者
に
於
い
て
は
賞
時
医
界
を
支
配
し
つ

つ
あ
つ
に
銀
下
落
を
中
心
と
せ
る
金
銀
及
び
物
慣
問
題
と
し
て
、
同
探
り
返
し
経
験
を
重
ね
た
と
こ
ろ
で
あ
る
ι

腕
ru
の
畑

l
、
資
本
主
義
経
持
り
捻
一
服
池
程
ょ
っ
足
る
時
は
、
金
L
4
物
慣
と
の
同
組
d
.
川崎に一腰
1
操
り
一
品
宝
、

れ
た
問
題
で
め
り
、
し
か
も
上
越
せ
る
刻
〈
、
業
等
の
時
代
に
於
い
て
は
、
問
題
は
表
面
的
に
は
等
し
く
金
と
物

債
な
る
共
通
性
を
有
ち
な
が
ら
、
其
の
内
面
に
は
、
夫

z
其
の
時
代
の
内
在
的
関
心
事
と
し
て
認
め
ら
れ
に
有
力

な
特
色
が
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
既
に
前
通
の
遇
、
り
で
あ
る
。
比
の
意
味
よ
り
し
て
、
最
近
に
於
け
る
金
及
び
物
償

問
題
の
新
な
る
特
色
と
し
て
事
げ
得
ら
れ
る
も
の
に
如
何
な
る
も
の
め
り
ゃ
も
亦
常
然
問
題
と
な
る
わ
け
で
あ
芯

が
、
そ
は
私
の
見
る
限
h
に
於
い
て
は
、
問
題
中
特
に
「
金
に
罰
す
る
信
用
貨
幣
及
び
信
用
機
構
」
に
闘
す
る
も
の

で
あ
り
、
即
ち
最
近
、
此
等
雨
者
の
開
係
炉
、
一
層
、
相
互
濁
立
的
に
把
握
さ
れ
ん
と
す
る
の
傾
向
に
あ
り
と
す

Q

黙
の
強
調
で
あ
る
と
考
ふ
る
。

然
し
な
が
ら
、
か
く
の
如
き
賠
に
闘
す
る
問
題
の
全
面
的
理
解
乃
至
把
握
は
、
其
れ
自
身
頗
る
庚
汎
多
岐
に
亘

る
。
故
に
、
在
は
、
此
の
問
題
へ
の
凡
ゆ
る
方
面
よ
り
の
攻
究
と
解
決
と
は
之
を
他
日
に
期
し
、
今
は
、
「
闘
際
聯

盟
金
委
員
舎
の
支
配
的
思
想
と
し
て
の
金
及
び
物
償
問
題
」
特
に
「
金
数
量
説
」
に
劃
し
て
若
干
の
考
容
を
試
み
、

第
三
十
三
巻

五
五
六

第
四
球
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以
て
此
の
種
問
題
の
金
瞳
的
研
究
に
封
す
る
一
聯
鋸
た
ら
し
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
更
に
課
題
の
内
容
を
明
確
に
す
る
た
め
、
問
題
は
何
を
封
象
と
す
る
か
に
つ
い
て
一
言
す
る
。
そ
れ
は

か
う
で
あ
る
。

慶
く
金
と
物
債
と
の
関
係
払
ぱ
、
所
謂
数
量
説
を
通
じ
て
考
察
す
る
も
の
の
中
ド
は
、
先
づ
金
と
物
債
此
等
耐

者
の
開
係
を
ぱ
、
因
果
関
係
的
に
見
る
も
の
と
依
存
関
係
的
に
見
る
も
の
と
が
あ
る
。
金
委
員
曾
の
考
は
、
之
を
ぱ

因
果
関
係
的
に
見
ん
と
す
る
前
者
に
麗
す
る
も
の
で
め
り
、
ま
た
等
し
〈
困
果
岡
係
的
に
見
る
も
の
の
中
に
於
い

て
も
、
金
の
側
に

|
l物
債
の
側
に
で
な
く
1

1

支
配
的
重
貼
を
泣
か
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
此
の
意
味
は
私

の
付
す
る
恥
り
ド
肘
レ
ヴ
い
じ
、
金
要
民
官
以
、
大
問
、
一
加
問
貨
幣
敢
批
枕
川
口
川
地
じ
れ
ん
マ
お
も
の
何
十
J
の
品
川
、
え

に
於
い
て
、
貨
幣
分
量
は
、
積
極
的
地
位
に
あ
る
金
に
よ
っ
て
捕
捉
さ
れ
代
表
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
左
解
せ
ら
る

べ
き
で
あ
り
、
従
っ
て
ま
た
、
業
の
必
然
的
結
果
に
於
い
て
は
、
金
分
量
惹
い
で
は
ま
だ
貨
幣
分
量
炉
、
一
般
物

債
水
準
と
閥
係
な
し
と
す
る
主
張
、
及
び
閥
係
あ
り
と
し
て
も
因
果
関
係
め
h
と
見
ゴ
る
主
張
、
更
に
因
果
関
係

あ
り
と
し
て
も
一
般
物
債
水
準
の
側
に
支
配
的
重
黙
を
置
か
ん
と
す
る
主
張
、
此
等
の
主
張
を
ば
蓋
〈
排
撃
せ
ん

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
私
は
斯
〈
の
如
き
主
張
を
ぱ
特
に
令
数
量
読
と
呼
ぶ
。
こ
の
金
敷
量
誌
の
金
委
員
舎
に
於

け
る
意
義
、
内
容
及
び
特
色
、
並
に
そ
の
批
判
、
こ
れ
が
こ
の
研
究
の
課
題
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
問
題
を
限
定
す
る
と
し
て
、
前
ほ
考
察
を
進
め
る
上
に
於
い
て
一
言
蓮
べ
て
置
き
た
い
。
ぞ
れ
は

少
〈
も
今
日
ま
で
、
金
委
員
曾
の
中
間
的
話
報
告
に
於
い
で
、
所
謂
金
数
量
設
と
し
て
前
提
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
は
、

カ
ッ
セ

Y

の
数
量
読
を
中
心
と
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
及
び
こ
の
ゆ
ゑ
に
以
下
私
の
試
み
る
叙
過
に
於
い

金
数
量
設
に
就
い
て

第一一一十=一審

五
五
七

第
四
就

i¥ 

5) 神戸博士;貨幣数量説に闘する諸説(理論車軍部、 PP.167-197.参照ミ
6) La'agu~ of Nati-ons;-lnt:erim Repurt of the' Gold Delιgation. 1'. ii.. PP. 86-87・



金
数
量
設
に
就
い
て

第
二
一
十
三
巻

五
五
八

第
四
時
碗

セ

Y

の
主
張
に
よ
る
金
数
量
設
が
中
心
と
な
っ
て
ゐ
る
も
の
で
J

の
る
と
い
ふ
こ

て
は
、
便
宜
上
、
大
閥
、

カ
ツ

と
即
ち
是
れ
で
あ
る
。二

、
金
委
員
曾
に
於
け
る
金
難
量
読
の
意
義

岡
際
聯
盟
金
委
員
曾
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
之
営
業
の
第
一
中
間
報
告
に
依
っ
て
見
る
時
は
、
第
一
に
は

金
の
現
在
及
び
将
来
に
於
げ
る
生
産
額
、
第
二
に
は
世
界
に
於
け
る
生
産
及
び
貿
易
の
後
日
比
に
伴
ふ
金
需
要
の
一
止

杭
的
増
加

b

叫
等
二
つ
炉
、
長
期
的
に
は
、
一
般
物
慣
水
準
。
崎
務
l
，L

如
何
な
る
調
係
に
あ

3
rぽ
研
究
f
3
に

あ
る
と
謂
は
れ
て
ゐ
る
。
向
ほ
此
の
外
、
金
委
員
曾
は
、
金
分
配
、
物
債
費
動
の
一
般
的
繁
栄
へ
及
ぼ
す
蕗
響
、
期

〈
の
加
き
獲
動
を
珠
測
し
得
る
最
良
手
段
、
及
び
長
期
的
接
動
か
ら
匝
別
き
れ
る
循
環
的
盤
動
等
々
を
問
題
と
し

て
教
へ
て
ゐ
る
炉
、
私
の
見
る
限
り
に
於
い
て
は
、
阪
に
遁
ぺ
た
目
的
に
於
い
て
は
勿
論
、
更
に
此
等
蔑
さ
れ
た

問
題
を
通
じ
て
も
亦
、
金
委
員
曾
が
現
在
に
於
い
て
企
固
し
主
張
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
一
見
せ
る
と
こ

ろ
、
す
べ
て
金
と
物
債
と
の
閥
係
に
於
け
る
理
論
的
研
究
に
あ
る
と
い
ふ
よ
り
は
、
寧
ろ
賞
際
的
具
瞳
的
研
究
に

あ
る
と
い
ふ
こ
と
の
安
営
性
炉
、
極
め
て
明
瞭
に
観
取
し
得
ら
れ
る
。

併
し
な
が
ら
、
そ
は
現
象
形
態
に
於
い
て
然
る
の
み
。
真
に
立
ち
入
っ
て
考
察
を
進
め
る
と
、
そ
こ
に
は
此
等

賞
際
的
具
韓
的
研
究
の
底
を
走
る
一
の
理
論
的
流
れ
が
あ
る
こ
'
と
を
認
め
.5
る
?
得
な
い
。
即
ち
金
委
員
曾
は
、

此
等
買
詩
的
研
究
を
な
す
に
営
っ
て
、
特
に
断
つ
て
は
ゐ
な
い
が
、
そ
れ
自
瞳
一
の
重
大
な
問
題
を
定
立
す
る
数

量
説
的
理
論
を
前
提
と
し
て
ゐ
る
こ
と
を
認
め
5
る
sT
得
な
い

3

Nogaro; La ql1estion de l'or. (op. cit. P. I~i.) 
League of Nation:=i， op. cit. P.' 11.; BorIs j Pro'bl白nede l'or et crise mondiale， 
Paris， 1931.は待に此白里占l!!論じたも由である D

リ Leagueof Nations. op. cit. P. II. 
10) 特に Rueff.Lovedayの研究報告に於いて然り、

S) 



凡
そ
此
の
種
の
金
と
物
債
と
の
問
題
に
は
、
己
じ
の
ベ
七
る
如
〈
、
実
の
従
来
に
於
げ
る
後
展
過
程
か
ら
見
忍

時
は
、
極
め
て
傾
向
的
に
云
っ
て
、
数
量
説
的
前
提
を
認
め
る
立
場
と
然
ら
ぎ
る
立
場
と
が
、
印
ち
金
分
量
が
一

般
物
慣
水
準
営
支
配
す
る
考
と
然
ら
、
ざ
る
考
と
が
劃
立
し
て
ゐ
る
。

今
、
金
委
員
舎
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
そ
こ
で
は
、
世
界
の
金
在
高
と
一
般
物
債
水
準
と
の
聞
に
、
一
定
の
悶
果

関
係
が
め
る
も
の
な
る
こ
と
、
金
在
高
の
不
足
は
一
般
物
債
水
準
の
下
落
守
生
一
ぜ
し
め
る
も
の
な
忍
こ
と
、
更
に

は
埴
営
な
る
貨
幣
分
量
を
維
持
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
般
物
債
水
撃
を
調
節
し
特
る
も
の
な
る
こ
と
等
を
認
め
て

ゐ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
業
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
そ
が
に

E
ひ
、
現
象
形
態
に
於
り
る
限
h
ノ
、
質
際
的
具
臆
的

と
市
チ
守
ち
凡
る
色
乃
戸
『
「
あ
る
と
し

τも
、
比
一
の
背
皮
に
法
、
必
然
的
に
金
分
匿
と
一
般
物
国
水
準
と
の
敏
最
説

的
悶
果
関
係
を
合
な
も
の
で
あ
ち
、
克
に
換
言
す
れ
ば
、
己
に
述
べ
に
あ
如
く
、
金
分
量
の
特
定
の
韓
化
一
か
、
先

験
的
に
、
一
般
物
債
水
準
の
高
低
を
ぱ
積
極
的
に
支
配
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
前
提
を
認
め
て
ゐ
る
も
の
で
め

る
と
い
ふ
こ

E
，
か
で
き
る
。
重
ね
て
詞
ふ
、
在
が
金
敷
量
設
と
呼
び
ま
た
は
呼
ば
ん
と
す
る
も
の
は
、
か
く
の
如

き
考
方
、
か
〈
の
如
き
内
容
含
有
す
る
も
の
で
あ
る
0
1

勿
論
、
金
委
員
曾
が
、
主
(
の
第
一
中
間
報
告
の
境
頭
に
於
い
て
述
べ
て
ゐ
る
如
〈
、
今
日
ま
で
金
委
員
舎
が
毅

衣
じ
亘
っ
て
稜
表
せ
る
意
見
乃
至
主
張
な
る
も
の
は
、
金
委
員
舎
と
し
て
な
ほ
禾

r断
片
的
な
も
の
で
め
ち
、
そ
は

品
近
期
待
さ
れ
つ
〉
め
る
最
終
報
告
の
後
表
せ
ら
れ
玄
る
限
h
ノ
、
快
し
て
決
定
的
な
も
の
と
は
一
式
ひ
特
な
い
か
も

し
れ
な
い
。
併
し
な
が
ら
、
在
の
信
守
る
限
ち
で
は
、
今
日
ま
一
で
後
表
さ
れ
た
中
間
的
諸
報
告
が
示
サ
る
そ
の
主

張
の
外
廓
は
、
そ
れ
自
睦
、
大
憧
に
於
い
て
、
己
に
金
委
員
舎
の
意
見
'
ピ
示
せ
る
も
の
で
あ
る
と
云
ひ
得
ぺ
く
、
特

金
数
量
設
に
就
い
て

第
四
就

第
三
十
三
谷

五
五
九
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金
数
量
説
に
就
い
で

第
三
十
三
巻

五
六

O

第
四
甥

i¥. 
四

別
な
る
事
情
の
費
生
せ
ぎ
る
限
り
、
そ
の
最
終
報
告
に
よ
り
、
著
し
〈
其
の
形
ぞ
歪
め
。
さ
る
べ
き
こ
と
は
、
察
す

る
に
難
か
ら
ゴ
る
酷
で
あ
る
。
此
の
賭
よ
り
、
こ
こ
に
述
べ
七
所
謂
金
数
量
説
的
前
提
な
る
も
の
は
、
金
委
員
曾

金
曜
の
意
見
に
於
い
て
之
を
窺
ひ
得
る
の
み
で
な
く
、
ま
た
此
の
組
織
に
闘
係
せ
る
多
〈
の
人
々
の
主
張
に
於
い

て
も
、
同
一
又
は
類
似
の
意
見
と
し
て
そ
の
反
映
を
認
め
得
る
も
の
で
あ
っ
て
、
私
は
、
金
委
員
舎
に
於
け
る
金

数
量
説
は
、
十
分
考
究
の
意
義
を
有
ち
得
る
色
の
で
あ
る
こ
Y

ど
を
探
〈
信
じ
て
挺
は
司
ざ
る
も
の
で
あ
る
。

一
一
一
、
金
融
量
説
の
内
容

庚
〈
敷
量
説
の
内
容
を
吟
味
す
る
と
き
は
、
そ
こ
に
は
貨
幣
と
商
品
と
の
こ
要
素
が
あ
り
、
其
の
商
品
は
貨
幣

に
劃
し
て
安
換
さ
れ
、
従
っ
て
其
の
商
品
慣
値
の
総
量
は
、
貨
幣
慣
値
の
組
量
に
相
等
し
く
、
換
言
す
れ
ば
貨
幣

慣
値
は
、
貨
幣
分
量
に
反
比
例
す
る
b

此
の
内
容
が
極
め
て
素
朴
的
で
あ
る
こ
主
は
勿
論
で
あ
る
が
、
こ
れ
よ
り

一
般
物
慣
水
準
は
、
市
場
に
於
け
る
流
通
貨
幣
量
と
商
品
量
と
の
比
に
よ
る
と
さ
れ
る
考
が
生
れ
て
来
る
。
ぞ
し

て
そ
れ
に
於
い
て
は
、
一
一
般
物
債
水
準
の
決
定
は
、
貨
幣
に
封
ず
る
需
要
供
給
に
よ
っ
て
定
ま
る
こ
と
を
意
味

す
る
。
斯
〈
の
加
き
主
張
の
一
躍
の
型
は
J
・
8
・
ミ
U
F

に
於
い
て
之
を
見
か
。
此
の
主
張
は
、
克
に
各
種
の
形
態

舎
と
っ
て
展
開
し
て
ゐ
る
が
、
貨
幣
経
済
に
謝
し
て
信
用
経
済
の
意
味
が
重
要
視
さ
れ
る
に
及
び
、
其
の
内
容
は

漸
〈
複
雑
E
な
る
と
共
に
多
面
的
と
な
る
に
至
っ
た
。
在
は
嘗
て
此
等
の
粘
に
闘
し
一
躍
考
察
を
試
み
九
。
が
併

し
、
以
上
の
却
さ
見
方
に
封
し
て
、
こ
こ
に
問
題
と
す
る
カ
ッ
セ
U
F

の
所
謂
金
数
量
設
な
る
'
も
の
は
、
如
何
な
る
調

角
を
有
っ
か
p
此
の
鵡
角
を
決
定
す
る
こ

k
は
、
同
時
に
ま
た
彼
の
金
敷
量
設
へ
の
理
解
を
示
す
所
以
で
あ
る
。

日) Mill， ].-S.; Principles (lf Politica.I Econnmy.: PP目 48十刊1・
'3) 拙稿3貨幣数量設への一考察(経済論叢第二十[;暗号第二三貌 PP.'3
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金
数
量
誌
が
、
カ
ソ

セ
戸
に
宝
り
、

従
来
よ
り
の
準
設
の
後
展
に
割
引
し
、
如
何
な
る
相
違
伝
示
し
て
ゐ
る
か
を

吟
味
す
る
と
き
は
、
在
の
見
る
限
り
に
於
い
て
は
、
そ
こ
に
は
ニ
つ
の
大
き
な
問
題
が
展
開

g
れ
て
ゐ
る
、
第

は
敷
量
設
な
る
も
の
の
封
象
と
し
て
考
ふ
る
範
固
に
閲
す
る
相
遣
で
あ
り
、
第
二
は
業
の
問
題
把
握
に
於
け
る
方

法
論
上
の
相
違
で
あ
る
。

克
じ
詳
言
す
れ
ば
、
第
一
の
場
合
に
於
い
て
は
各
国
民
経
掛
の
封
立
、
剖
ち
大
E

一
国

と
し
て
猫
立
せ
る
一
定
の
範
囲
を
有
す
る
経
慣
の
封
立
が
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
に
到
し
、
カ
ァ

セ
Y

に
よ
れ
ば

て

F-
に
は
起
凶
民
粧
糖
的
な
る
、
又
は
世
界
合
封
象
と
す
る
粧
棋
の
存
在
が
め
る
の
み
で
あ
る
。

、九回

は
明
単
な
る
現
象
的
な
も
の
で
は
な
い
ι

常
然
そ
ニ
に
は
其
の
澗
角
決
定
に
閲
す
る
よ
一
hJ
根
本
的
に
異
な
れ
る
立
場

此
の
蹴
野
の
一
世
間
鞭

i
h
r町
、
ト
』
入
、
1

0

ャ

3
L
)
3
-初、
t
河
川
・
〉
「
J

ト
ト
?
~
同
二
、

j
f
d
:
'
}
P
J
t
J
r
λ
子
、
}
河
川
h
J
己

十

人

・

A
t
k、
)
存
r
u
q
h叶
'
r」
1
占

;

)

み
L
ト

カ
制
仰
ト
恥

ι

州
川
一

U
場
/
l
o
w
」
レ
/
:
れ
つ
M
J
J
t
k
d
J
f
r
U
4
X
叫
相
公
刊
仰
が

U
中
し
が
れ
l

L

h

m
引
刈

4
U
点
目
品
目
1
0
U
J
」
州
場

J
i
m
-

心
動
態
的
立
場
へ
の
後
巌
で

J

の
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、

従
来
、
比
例
的
費
動
を
内
容
L
」
サ
る
数
量
読
は
、
傾
向
的

趨
勢
的
原
則
含
意
味
す
る
数
量
誼
と
強
化
し
つ
つ
あ
る
。

セ
Y
の
金
数
量
説
の
内
容
は
、
か
く
の
如
き
見
方
に
於
い
て
、
従
来
の
一
数
量
設
と
異
る
。
従
来
の
数
量
説

い
か
、
園
民
経
梼
的
静
態
法
別
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
カ

J

セ
w
y

の
そ
れ
は
、
超
凶
民
経
擁
的
動
態
法
別
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
ま
た
、
前
者
が
貨
幣
量
と
一
一
般
物
債
水
準
と
の
関
係
が
、
複
雑
な
る
要
素
に
よ
っ
て
分
析
論
鐙
さ
れ
る

h-
、
.
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、

と
共
仁
、
「
主
(
他
の
事
情
に
し
て
同
一
な
ら
ば
」
「
c-
一E
与
E
q
p
E
m
Z討
を
5
」
な
る
僚
件
の
下
に
、
愈
1
実

の
内
容
を
し
て
厳
密
精
細
な
ら
し
め
ん
と
す
る
に
封
し
、
後
者
は
質
解
長
と
一
般
物
債
水
準
と
の
関
係
を
ぱ
、
専

ら
世
界
に
於
け
る
金
在
高
と
貿
易
物
債
水
準
と
に
よ
り
、
長
期
的
傾
向
的
に
摘
へ
ん
と
し
て
ゐ
る
。

此
の
意
味
に
於
い
て
、
カ
y

セ
Y
が
、
彼
の
所
謂
金
敷
量
設
内
容
の
構
成
要
素
と
し
て
翠
げ
て
ゐ
る
も
の
は
、

カ

金
数
量
設
に
就
い

第
三
十
三
巻

五
六

第
四
披

戸、

互よ



金
数
量
請
に
就
い
て

第
三
十
三
巻

五
六

第
四
時
抗

t

、』川、
F
-
a
r
 

世
界
に
於
げ
る
金
在
高
の
纏
量
並
に
サ
ヲ
且

y
-へ
，
ク
・
1
4
7
-
ア
イ
ス
ト
卸
責
物
慣
指
数
で
あ
る
。
し
か
し
カ

P

セ
y

の
考
に
よ
れ
ば
、
其
の
金
数
量
読
の
構
成
要
素
と
し
て
、
以
上
の
二
つ
を
翠
げ
る
に
就
い
て
は
、
向
ほ
そ
こ
に
若

干
の
説
明
を
要
す
る
前
提
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
ら
ぱ
彼
は
、
果
し
て
如
何
な
る
前
提
を
前
提
と
し
て

ゐ
る
か
コ

今
カ
ヅ
セ

M

げ
に
よ
れ
ば
、

貨
幣
数
量
読
の

一
般
式

に
於
い
て
、

P
を
ば
一
般
物
慣
水
準
、

T

守
叶
リ
云
・
〈

を
ぱ
取
引
分
量
、
M
を
ぽ
金
分
量
、
v
b
ι

ぽ
金
分
量
の
一
軍
位
の
支
揖
給
付
と
す
る
と
き
、

金
数
量
説
的
命
題
成
立

内
リ
山
一

λ
リ
、

ι
u
j
、
U

mv
ドコ
d
4
p
p
'
p
-
h叱

E
r
s
こ
う
有
呈
5
L
h
:
ヒ士、

v

h

L

1

J

J

J

d

一J
H

Y

V

L

d

y

'

h

l

ρ

d

r

I

h

山

j
i
一
〆
一
L

f

f

p

l

川
r~ 

j11JE 

判

官2
;，}~ 

惟

レ
ド
ト
M

ご
、
ノ
ヤ
d
l

，e
F

、

J
F
J
r
J
L
~
引

?

{

可

/

を
一
不
す
指
数
は
、
一
定
商
品
の
組
慣
格
を
示
す
も
の
、
即
ち
「
重
み
」
ぞ
附
せ
る
一
般
物
債
指
数
の
意
味
に
解
ザ
ら

れ
、
従
っ
て
内
容
的
に
は
、
取
引
量
を
加
味
せ
る
一
般
物
債
水
準
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
主
、
第
二
に
、
年
々
の

一
般
物
慣
水
準
麺
動
の
原
因
た
る
V
、
部
ち
金
分
量
の
一
軍
位
の
支
拐
給
付
な
る
要
素
を
不
問
に
附
す
る
こ
L
U
、

こ
の
ニ
ア

か
く
て
カ
ョ
セ
U
F

の
金
数
量
設
に
於
げ
る
構
成
要
素
は
、

具
韓
的
に
謂
へ
ぽ
、

陛
界
一
に
於
け
る
金
日
仕
高
L
1

ク
エ

Y
Jべ
，
ク
・
ス
-
プ
ア
、
ス
ト
卸
責
物
債
指
数
と
の
ご
つ
と
な
る
。

な
は
、
以
下
此
等
二
つ
の
要
素
を
ぱ
逐
衣
吟
味
す
る
で
あ
ら
う
。

A
、
金
障
に
遁
ぺ
た
如
〈
、
カ

P

セ
U
F

の
金
数
量
誌
に
於
い
て
は
、
金
L
二
般
物
債
水
準
と
の
閥
係
は
、
金

分
量
が
一
一
般
物
償
水
準
を
支
配
す
る
も
の
で
あ
る
と
な
す
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
金
は
、
車
に
一
闘
に
於
げ

る
金
分
量
を
封
象
と
せ
る
も
の
で
は
な
く
、
世
界
に
於
け
る
金
分
量
l

貨
幣
金
、
工
業
用
金
の
み
な
ら
十
死
戒
金 サ

C:J.ssel ~ Theoretische Sozia]olωnomie， 1923. PJ-'. 410---1-11 (大野信三課1'1'.
685-86) 
Cassel; op， cit. PP. 40旧 401. (大野信三課 Pl' 668-69) 
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を
も
令
算
せ
る
|
!
を
封
象
と
し
て
ゐ
る
。

一
一
般
物
債
水
準
盤
動
の
蓋
然
的
原
困
の
解
剖
に
営
つ
て
は
、
貨
幣
分
量
、
銀
行
支

掛
手
形
使
用
に
依
る
貨
幣
量
利
用
の
程
度
並
に
貫
際
貢
上
高
に
閲
す
る
統
計
材
料
の
蒐
集
、
此
等
材
料
の
趨
営
な

る
組
令
せ
に
劃
す
る
一
一
般
物
債
水
準
の
比
較
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
一
般
に
此
等
の
も
の
の
中
、
貨
幣

分
量
な
る
も
の
は
、
金
本
位
制
度
を
採
用
す
る
限
り
に
於
い
て
、
明
確
「
い
は
余
分
量
と
分
離
し
得
な
い
。
従
っ
て
一

般
物
慣
水
準
の
趨
勢
と
比
峻
し
、
之
に
よ
り
如
何
な
る
貼
ま
で
一
一
般
物
憤
水
準
の
麓
動
を
ぱ
、
金
分
量
の
費
動
に

師
せ
し
め
得
る
か
を
吟
味
す
る
必
要
が
J

め
る
と
描
べ
て
ゐ
る
。
斯
く
の
如
き
見
方
は
、
即
ち
金
分
量
中
、
特
に
金

山
投
枇
川
上
め
和
製
L
L

工
郵
よ
A
i
p

新
w
k
J

と

ι恥
い
し
吋
町
金
杭
μ
引
か
艶
劃
l
併
し
九
ふ
品
分
量
的
J
t
る
抑
制
政
mw
移
劃
を
敵

想
す
忍
こ

E
よ
り
、
雨
者
を
ぱ
哉
然
直
別
せ
、
ざ
る
を
以
て
反
っ
て
通
営
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
換
言
す
れ

ば
、
金
本
位
制
度
が
採
用
さ
れ
る
限

b
、
貨
幣
分
量
な
る
も
の
は
、
濁
立
的
な
一
の
分
量
を
ば
芙
れ
自
身
有
っ
て

ゐ
る
も
の
で
は
な
い
、
即
ち
貨
幣
分
量
は
、
金
分
量
中
特
に
貨
幣
金
な
る
も
の
に
劃
し
猫
立
的
に
比
較
3
る
べ
き

も
の
で
は
な
い
、
金
は
む
し
ろ
、
非
貨
幣
金
へ
移
る
と
共
に
、
ま
た
貨
幣
金
よ
り
非
貨
幣
金
へ
移
る
、
し
か
も
か

〈
の
如
き
金
の
相
互
移
動
現
象
は
、
絶
え
す
反
覆
蓮
績
す
る
も
の
で
あ
る
と
な
す
も
の
で
あ
る
。

然
じ
虞
〈
金
数
量
設
な
る
も
の
を
吟
味
す
る
と
き
は
、
此
の
金
に
輿
へ
ら
れ
る
意
味
は
、
常
に
必
十
し
も
之
と
同

一
で
な
い
。
従
っ
て
金
敷
量
設
な
る
も
の
は
、
金
に
劃
し
て
如
何
な
る
内
容
を
輿
へ
る
か
に
よ
り
、
亦
自
ら
臭
っ

て
〈
る
。
ヵ
，
セ
と
自
身
も
此
の
勤
に
閲
し
て
は
.
必
中
し
も
無
関
心
で
あ
つ
に
わ
け
で
は
な
い
。
彼
も
亦
、
其

の
金
数
量
設
構
成
要
素
と
し
て
、
金
分
量
郎
ち
金
在
高
L
」
貨
幣
金
と
の
二
つ
の
考
慮
を
忘
れ
な
か
っ
た
の
で
は
あ

蓋
し
カ

J

セ
Y

に
よ
れ
ば
、

金
数
量
設
に
就
い
て

第
三
十
三
巻

五
六

第
四
時
淵

i¥ 
-ヒ

仁
和
三
J
A切の
1
3
4必
ミ
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金
数
量
説
に
就
い
て

る
が
、
前
越
せ
る
理
由
よ
り
、
前
者
を
ぱ
特
に
強
調
せ
る
も
の
ぞ
め
る
。

か
く
の
却
さ
カ
ッ
セ
U
Y

設
と
異
り
、
金
数
量
読
に
於
け
る
貨
幣
要
素
の
代
表
者
を
ぱ
、
余
分
量
を
以
て
せ
す
、

特
に
之
を
ば
貨
幣
金
を
以
て
代
表
せ
し
め
ん
と
す
る
意
見
は
、
金
委
員
官
、
キ
チ

y
m
A
ぴ
ス
ト
ラ
コ
ッ
れ
に
よ
っ

第
三
十
=
一
巻

五
六
四

第
四
時
現

ノ'¥.
A 

て
主
張
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
最
後
に
私
日
比
を
過
べ
る
。
在
は
、
荷

t-も
金
と
物
債
と
の
闘
係
を
見
る
限
り
、
純
粋
に
貨
幣
要
素
を
表
現
す

る
も
の
と
し
て
は
、
貨
幣
金
在
高
が
金
在
高
に
劃
し
営
然
優
越
性
を
有
つ
こ
と
を
認
め
、
ざ
る
を
特
な
い
。
蓋
し
、

金
在
立
阿
武
(
の
色
の
を
以
て
，
貨
幣
要
素
を
表
現
せ
し
め
ん
と
す
る
考
の
中
に
於
い
て
、
貨
幣
金

2
非
貨
幣
金

2
の戸

聞
の
移
動
な
ぱ
重
大
胡
す
る
考
は
、
第
一
に
は
、
元
来
金
分
量
中
非
貨
幣
金
特
に
明
度
、
支
那
、
球
及
館
一
吋
に
於
け

る
所
謂
死
痕
金
を
無
現
し
て
ゐ
る
賠
に
於
い
て
、
第
二
に
は
、
其
の
額
は
第
一
表
げ
よ
っ
て
一
不
さ
れ
る
如
〈
、
決

し
て
金
瞳
的
に
は
僅
少
な
割
合
を
占
め
る
も
の
で
な
い
と
い
ふ
貼
に
於
い
て
、
第
三
に
は
、
上
遁
せ
る
印
度
、
支
那
、

域
及
に
於
け
る
死
戒
の
意
味
は
、
其
の
他
の
幽
に
於
け
る
死
識
の
意
味
に
比
し
、
相
営
殿
町
抗
な
る
も
の
で
あ
り
、

且
又
か
く
の
如
き
死
識
は
、
必
然
的
仁
、
金
分
量
と
一
一
般
疏
通
貨
幣
準
備
と
の
関
係
を
絶
つ
に
至
ら
し
め
る
貼
に

於
い
て
、
結
局
、
省
察
不
足
を
免
れ
得
な
い
と
考
へ
る
か
ら
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
金
委
員
曾
の
「
非
貨
幣
用
金

が
、
金
準
備
に
多
額
に
移
る
と
い
ふ

λ
と
は
、
戦
時
を
除
い
て
は
業
の
例
が
な
い
。
故
に
此
等
の
菩
積
が
、
遁
貨

罰

事
情
に
影
響
す
る
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
」
と
す
る
主
張
は
安
官
で
あ
る
。

か
く
て
、
金
数
量
説
に
於
い
て
貨
幣
分
量
を
捕
ふ
る
に
は
、
金
在
高
実
の
も
の
に
於
い
て
之
を
捕
ふ
る
よ
り
も
、

貨
幣
金
其
の
も
の
に
於
い
て
捕
ふ
る
こ
と
の
ド
い
安
営
な
る
こ
と
が
理
論
上
成
立
す
る
。
の
み
な
ら
や
、
買
語
的

Cassel; SupplァandDemand (League of Nat 
Le伺agueof Na叫ti旧On悶s;Interim Repl庁t，PP. [3・ I);:Nogaro; op. cit. P・32・
Kitchin; The Supply of Gold compared with the Priccs of Commodities 
(League of Nations ，-op. c.it. P・79・)

21) Strakosch; The Economic Cοnse-quences of Changes in the Value of Golrl 
(League of Nations; Selected Documents. PI'" 23-24) 

18) 
19) 
却)



第

表

世
界
に
於
け
る
金
供
給
配
分
献
態
(
単
位
百
高
4
シ
ド
)

寸-

年
宛

r、-"山一回M ・E ・-ーー『、

ji.， j九J¥. J¥. 

七六五四
九九九九

工
業
用
命(lJ

金印
度

ぇ一三---.!，:~l 主三二ーーJJ~向
死支
蔵吋li

金境
? ? ? c  1 及

非
貨

三ニ一一一一 八 l 幣
-b: -IU 三ε乙 Rヨ 三 三三 三百二 三苫L ニ=- 回目
九 円 ー己 コセ プ町 三三 /、三ι'--' m 
，..-.... ，-..， ，..-..， ，-..， "'-"'， '-... ，..-..， ，-..，，..-..， -̂
回四三三大豆f 五二二六:内'3官

??すす今~ラヲ完|語
、J ¥-' '-〆 、J 、..、-' '-" 、J 、-' 脅叫

一
八
八
九

一
八
九
九

一
九

O
九

..  圃画司勘

九 九

九九

合百

分

(1) 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
及
ア
メ

9
カ

(2) 

一
九
二
九
年
は
推
定

金
数
量
設
に
就
V

(一元一一)
=八一一石七回

一口一一一一一七

毒事

一、三三 ーー :二 一ー三三 一 7、一一・ 4ニ
亡コ ヨ左右 ニニ ニニ 区旦

ノ、、区司
計〈

チι
三五

六回一一一区司

一 二二 三三 ー
主主 ノ円、 C二: ーー，い 二二 F三 ゴ i

五
七
(
回
大
ク
)

二、口七七
臣室事
戸じ

一
世
界
金
喜
一
圏
内
山
岡
に

一

一

附

界

貨

幣

命

線

積

一

世

幹

産

合

総

糊

L

一

毛
ノ
一
一
九
六
(
三
一
回
%
)
一

ニ
一
一
(
四
三
五
八
一
一
一
一
九
(
一
三

二
五
均
一
四
一
七
(
四
ご
一

一
一
五
九
一
程
一
一
一
正
一
四
国
ク
)

ニ
一
一
一
一
一
円
三
品
(
E
m
o
r
)
-

七
一
一
(
四
回
ク
)
一

九
天
命
令
)
一

一
、
間
口
口
(
五
一
ク
)
一

一、む二-ヘ
L
L
A
F
J
一

」

l'一ニ
F

ヨ三

2

¥
一

=
、
=
一
=
一
三
一
ニ
一

貨

幣

用

金

(
百
分
率
)

一九八
(
t
J
Z
〉

一
-
一
六
(
四
九
ク
)

柏町(([回一
5
0
J

し
)

七一
R
E
P
A
Y
)

一
宅
(
六
一
タ
)

四
国
一
一
(
否
。
，
)

」日ザヘ一ムー、ノ

豆一
E
a
F
Z

ノ
一
、

四
一
正
(
王
四
タ
)

、
= ，、ヨ玉

= 第
三
十
三
谷

間口回
九()口

目、四一コ

五
六
五 /、

古

午

{

(

.¥二
戸じ

第
四
披

ノ'¥.
大占

プ可.正
三主主 t; 

ヰ~包
，. 

一E
A
-
一一川

、
フ勺
Cコ

ニ、{〕白五
、七回

、六回

回、国一一一一一

zz) Kitchin; The Supply o:f Gold compared wlth the Pdces of Commodities 
(League of Nations; Interim Report. P. 80.1 

23) ‘League of Nat同 ns;Interim Report， P. 13 



金
敷
量
設
に
就
V

で

第
三
十
三
容

五
大
大

第
四
競

丸

O 

ー ρ高格費的ヨ自}((之主エヨ何卸 回

(5)" 

資債格∞g 〆差)9向4、て)24E | -3 
商 IJ

1 110 110 + 0 
。101 109 + 2 

8 101 106 -← 1 

8 102 97 - 5 

8 100 94 - 6 

8 。。 。。 - 9 

1O 97 88 - 9 

l2 91 - 5 

;4 94 94 十 O

18 93 94 ト 1

)2 91 94 + 3 

88 ー υ。
91 88 - 3 

91 82 -10 

06 91 81 -11 

34 91 79 -13 

ヨ2 H2 81 -12 

03 83 -11 

23 94 88 - 6 

ヨ;[
94 97 + 3 

~J4 91 - 3 

94 90 - 4 

日邑 90 ー『。
95 

28 97 94 1 - 3 

j6 日7 100 + 3 

)5 98 1，04 + 6 

16 100 95 - 5 

，7 101 96 ー-() 
101 103 → 2 

(ll) 
相 -1:
聖母-:;1
的三|刊~，

在。|
高 l

第三表

一
白
H
W
仇
年
増
加
一
却

而

w
z
g年
基
準
/
ー
ιー

一l

在
高
(
年
末
}
一
捌

市
川
世
界
貨
解
金
一
気

iAυ 'o 
oo 

100 100 

6 97 103 237 243 1851 

J
ゆ

A
V
O
β
O
m
a
Q
U
Q
μ
の
り

1
4

白戸。
0

8

8

8

8

8

8

9

9

9

9

 

0
。。
δ

の
M
U
n
m
u
n
8
0
D
n
M
U
A
X
υ
n
x
u
n
δ

I

I

l

l

i

-

-

1

1

1

 

5

0

4

0

1

4

8

7

7

6

2

1

 

1

1

 

+
+
+
+
+
一
一
一
一
一
一
+

n
o
o
σ

吻

4

9
リ

1晶

O
M

I--4 

6 1883 " 
ー- I 

101 109 245 268 

294 

1852 

1853 6 123 117 252 

6 670 1:32 121 260 316 1854 

6 1181 

sS91 

181 126 268 338 1855 
炉E

d 131 131 276 361 1856 

4 701 135 284 382 1857 

ー-4 TLJ: 137 293 401 1858 
同

d ;r:w 138 303 417 1859 

8 i~~)3 130 139 312 壬33

447 

1860 

8 ~.ö3 

i' ~i4i 

12~9 139 321 1861 

8 1日宮

13生

139 331 459 1862 

s 802 1Sg4 月

d
w
h
υ

。
リ

ηリ

司

i

司
，
ム，

 

到
l
d叫
1
3

4

品

6

q
U
内

6

n

d

468 1863 。F
I
l
a
 'd .，

 u
u
 

1895 1313 476 1864 

日8u2 ]896 3 131 135 490 1865 

9 882 1897 。
ー13~2 135 374 506 1866 

9品81 1，0 

ω附叫911，05
l "O~:幻叫2判1 1，0 

1.0判 1，1
(し.(りW3i 1，1 

i'，1D21 1，HI 
1.，188' 1，2 

]'2己11 1，26 

l，2781 1，30 
J ，:346! 1，;] 

1，ι4001 1噌Jぷ:3;邑

1 ，ιμ凶判4叫凶叫4必判白61山

-川一一一一

9 o~n - 3 111糊

4 

130 1:14 386 519 1867 

18日8 1899 12il 134 398 531 

1900 410 5岳31869 

1870 

- 4 

1901 

12:1 

126 

133 

132 423 556 

130 130 436 品681871 

14:! 129 449 577 1872 

190壬+13 1H 127 463 586 1873 

1005 6 + lß~~ 124 478 594 1874 

1875 lV05 + 2 

+ 2 

12d 122 492 601 

190i 128 120 508 610 1876 

1908 2 + 12~~ 119 528 621 1877 

1878 n

u

A
り

ハ

リ

唱

i

o
u
n
u
 

マ
上
司
i

- 4 118 118 呂30631 

- o 

9 
4 

108 

1 J4l 1 占

115 

品7:31‘112
556 白39

。壬3

1879 

1880 



f
u
t引
柏
町
仁
川
判
む
レ

c
4
・
F
M
訟

に
よ
っ
て
本
来
一
枇
曾
的
存
在
た
る
貸
懲
要
素
を
表
現

せ
し
め
ん
と
す
る
に
あ
る
J

従
っ
て
金
も
亦
営
然
、

此
の
金
と
関
係
す
る
貨
幣
の
有
つ
煮
味
に
於
け
る
世

曾
性
に
於
て
理
解
さ
れ
把
握
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
然
る
限
り
、
貨
幣
要
素
を
表
現
す
る
も
の
は
、
貨
幣
金
の
分
量
で
あ
っ
て
、
単
な
る
金
の
分
量
で
は
な
い
こ

と
ま
た
極
め
て
明
瞭
で
あ
る
と
謂
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

B
、
骨
ウ
エ
ル
ベ
ッ
ク
・
ス
テ
テ
イ
ス
ト
物
置
指
量
サ
ク
エ
U
Y

ペ
ソ
ク
・
ス
ア
-
ア
イ
ス
ト
卸
買
物
債
指
裁
が
、

金
数
量
設
の
構
成
要
素
と
し
て
用
ひ
ら
れ
る
所
以
は
、
二
つ
の
方
面
か
ら
理
解
さ
れ
る
。
第
一
は
、
そ
れ
が
金
本

位
制
度
の
下
に
於
け
る
「
世
界
卸
責
物
債
」
指
数
で
あ
る
と
い
ふ
貼
か
ら
で
あ
り
、
第
二
は
、
其
指
数
の
構
成
方

曲
殺
は
貨
幣
金
相
封
的
在
官
問
、
折
糠
は
ナ
昨
，
エ
ル
ベ
ツ
タ
指
数

貨幣金柏崎的在高と銅1責物債指数是の比稜

、、
向、

Rミ乙
、、ーーノ

60 90 1鈎日 10 

吋点、

;11) 60 

第一岡

。
18150 

2dO 

200 

]ou 

~iO 

100 

金
裁
量
説
に
就
い
て

一一一

一
般
物
債
水
準
中
長
期
的
盤
動
に
脅
す

る
照
膳
の
度
に
於
い
て
は
、
此
の
貨
幣
金
に
よ
る
方

法
を
以
て
研
究
せ
る
結
果
は
、
金
在
高
そ
の
色
の
に

よ
る
方
法
を
以
て
研
究
せ
る
結
果
よ
り
も
、
ド
ぃ
高

度
の
照
臆
を
示
す
こ
と
、
第
二
表
並
に
第
一
闘
に
よ

に
見
て
も
、

っ
て
一
不
さ
れ
る
が
如
く
で
あ
る
。

結
局
要
す
る
と
こ
ろ
、

こ
こ
に
調
象
と
す
る
金

t
、
i

L
白

山

川

司

司

、

昨

品

I〉

I
l
-
-
f
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三
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三
倉
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24) Kitchin; The Supply ()f Gold eornpared "idth the P'rices of Commodities 
(League of Nations; 010. cit. PP. 83-84.) 

25) Kitchin; op. cit. (League of NatioDs; op. cit. P. 8，;.)、一般物貨水準白側に
於ν・でも九年の移動平均を求める主骨は、静めて適営に貨常金の場舎の相;射
的地線に fitナる。



金
援
量
設
に
競
い
で

第
三
十
三
巻

第
四
就

九

五
六
八

怯
に
於
け
る
特
色
か
ら
で
あ
る
。

内
向
ほ
立
ち
入
っ
て
考
察
す
る
と
き
は
、
第
一
の
理
由
は
更
に
二
つ
の
方
面
か
ら
詫
明
さ
れ
る
。
即
ち
積
極
的
方

面
か
ら
は
、
句
こ
こ
に
問
題
と
す
る
期
間
、
印
ち
一
八
五

O
年
乃
至
一
九
一

O
年
に
於
い
て
、
こ
の
指
数
の
作
成
さ

れ
た
英
圃
は
、
大
瞳
、
自
由
貿
易
闘
と
し
て
世
界
商
業
の
中
心
市
場
で
あ
っ
た
こ
と
、
及
び
此
の
期
間
、
英
闘
は

貫
質
的
に
完
全
な
る
金
本
位
制
度
を
と
っ
て
ゐ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
此
意
味
に
於
い
て
、
こ
の
指
数
は
、

離
し
そ
れ
は
等
し
く
金
本
位
を
採
用
せ
る
闘
で
あ
っ
て
も
、
爾
飴
の
闘
に
於
け
る
卸
責
物
債
指
数
・
と
は
英
の
意
味

を
異
に
す
る
色
の
で
あ
ち
、
此
の
限
ち
に
於
い
て
金
数
量
読
の
構
成
要
素
と
な
る
。
究
に
甜
極
的
方
岡
に
於
い
て

は
、
此
の
卸
寅
物
債
指
数
以
外
の
物
債
指
数
は
、
金
数
量
詑
構
成
要
素
的
存
在
理
由
が
稀
滞
で
J

の
る
Lι

い
ふ
こ
し
ι
で

あ
る
。
例
へ
ば
之
に
劃
し
て
小
貢
物
債
指
数
又
は
完
成
品
物
債
指
数
等
の
採
用
が
問
題
左
な
る
の
で
あ
る
が
、
夫

E
前
者
に
は
小
買
に
於
け
る
販
責
保
件
の
多
様
性
が
あ
り
、
後
者
に
は
完
成
品
に
於
け
る
品
質
の
多
様
性
が
あ
っ

て
、
共
に
探
用
困
難
で
あ
る
こ
と
を
免
れ
な
い
。

前
ほ
第
二
の
指
数
の
構
成
方
法
に
於
り
る
特
色
を
謹
ぺ
る
と
.
此
の
指
数
は
、
四
十
五
種
の
商
品
に
就
き
、
毎
月

市
債
の
年
卒
均
を
求
め
、
一
八
六
七
年
乃
至
一
八
七
七
年
の
期
間
に
一
貝
る
之
に
封
臆
す
る
平
均
債
格
の
百
分
率
を

示
せ
る
色
の
で
あ
る
。
業
採
用
商
品
を
細
別
す
る
と
、
食
料
品
十
九
種
中
の
内
課
は
、
植
物
性
食
料
品
八
種
、
動

物
性
食
料
品
七
種
、
砂
糖
瑚
排
及
茶
の
四
種
で
め
り
、
原
料
品
二
十
六
種
中
の
内
罪
は
、
鋳
物
九
種
、
織
物
原
料

八
種
、
其
の
他
十
一
種
で
あ
る
。
各
商
品
に
は
特
に
「
重
み
」
を
附
け
て
ゐ
な
い
。
併
し
、
重
要
南
口
聞
が
決
定
品
種

上
に
於
い
て
、
自
ら
多
数
品
種
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
却
ち
間
接
に
「
重
み
」
を
附
し
た
目
的
を
達

26) Cf. SauerlJeck; Course of Average Prices of C.::ner:lLl C01:nmodities in England， 
1908. 



し
て!

ゐ
る
026) 

此
等
の
事
情
は
、
此
の
指
敷
が
、
業
の
快
貼
と
し
て
、
或
は
材
料
出
所
の
不
明
、
或
は
材
料
選
揮
の
不
営
、
或

は
採
用
相
場
の
不
統
一
、
或
は
材
料
其
の
も
の
の
重
要
度
へ
の
認
識
不
足
等
々
の
批
難
を
も
清
算
し
て
、
特
に
金

敷
量
設
の
構
成
要
素
と
し
て
採
用
さ
れ
て
ゐ
る
所
以
で
あ
る
。
殊
に
此
の
指
数
が
、
間
接
的
と
は
云
へ
、
「
重
み
」

を
附
し
た
る
場
合
と
同
一
の
効
果
を
有
っ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
金
敷
量
説
の
構
成
式
司
-
H
H
Z・4
・
に
於
い
て
、
句
・
4
J

の
要
求
す
る
「
重
み
」
を
附
せ
る
一
般
物
憤
水
準
、
惹
い
て
は
一
定
商
品
の
総
領
格
な
る
考
方
に
近
似
的
、
と
な
る
も

仇
で
あ
づ
て
、
此
の
指
数
が
金
数
量
説
構
成
要
素
と
し
て
の
燦
件
に
市
官
官
す
る
こ
と
を
明
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

刊
船
上
叫

J

ぷ
品
y
f
い
こ
り
の
じ
よ
り
て
、
執
々
以
、
サ
内
J

Z

Y

ベ
，
ク
・
広
一
プ

-j1
兄
ト
卸
寅
駒
償
措
鍛
い
か
ぶ
山
志
・
位
制

度
の
下
に
於
け
る
卸
買
物
債
指
数
と
し
て
、
超
国
民
経
済
的
傾
向
的
動
態
法
則
の
追
及
手
段
と
し
て
、
業
の
存
在

の
安
営
な
る
こ
と
を
認
め
得
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
之
を
要
す
る
に
、
金
数
量
説
の
内
容
は
、
之
に
よ
り
超
国
民
極
構
的
傾
向
的
動
態
法
則
を
表
は
さ
ん
と
す

る
も
の
な
る
が
故
に
、
一
方
に
於
い
て
、
世
界
に
於
け
る
貿
易
物
債
指
教
た
る
ナ
ク
エ

Y

4

ッ
ク
・
ス
-
ア
-
ア
イ
ス

ト
卸
買
物
債
指
数
を
採
用
せ
る
こ
と
は
、
|
|
勿
論
純
粋
理
論
的
に
は
不
十
分
な
る
賠
を
兎
れ
な
い
が

l
I買
際

的
に
は
大
龍
之
営
認
め
ゴ
る
を
得
な
い
。
唯
之
に
劃
し
て
は
、
果
し
て
締
金
分
量
を
用
ふ
べ
き
や
、
は
た
ま
た
貨

幣
金
分
量
を
用
ふ
べ
き
や
は
論
結
の
岐
る
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
在
は
己
に
述
べ
た
理
由
に
よ
り
、
貨
幣
金
の
採

用
を
主
張
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
o

合
否
る
〈
一
き
三
、
七
、
四
)

金
敷
量
設
に
就
い
て

第
三
十
=
一
巻

五
六
九

第
四
披

九

ι1 

27) Cf. Cassel; .Theo四 tischeSoziolokonomie， r~):a3岨 PP. 408-'2. (大野信三揮
PP. 68'-687) 


